















Hokkaido Fisheries and Nurturing Future Fisheries Workers
Noboru Kageyama*1 and Shinji Uei*2
  Hokkaido abounds with fishery resources and is the largest fishery base in Japan.
However, Hokkaido fisheries have been in difficult situation, because of the decrease and
aging of the fishing population.
   The key to the further developments of both fishing industries and regions is to nurture
and secure future excellent fisherman.
   So Hokkaido established 4 fisheries high schools and the Hokkaido Fisherman Training
Institute, with the aim of nurturing future fisheries workers.
   And so in this report we attempt to reveal the present problems of Hokkaido fisheries and
the present situation of both 4 fisheries high schools and Fisherman Training Institute in
Hokkaido.
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こうした状況の中で平成 8年 （1996年） 7月 1日にはわが国でも「国連海洋法条約」が発














平成 8年 （1996年） 以降、 「国連海洋法条約」発効に伴い、新しい海洋秩序構築にむけて
































刺網漁業 （スケトウダラ・タラ・ホッケ・カレイ） ・延縄漁業 （マス・スケトウダ
ラ） ・けた網漁業 （ホッキガイ） ・かご漁業（エビ） ・いか釣漁業・ “ぶり・まぐろ”





レイ・イカ・ホッケ） ・けた網漁業 （ホタテガイ・ホッキガイ） ・小型定置網漁業（マ
ス・ホッケ） ・養殖漁業（ホタテガイ） ・採介藻漁業（コンブ・ウニ）





ブ） ・たこ漁業・けた網漁業 （エビ・シシャモ・ホッキガイ） ・ “さけ・ます”流し網
漁業・採介藻漁業 （コンブ・ウニ） ・刺網漁業 （スケトウダラ・タラ・カレイ・メヌ
ケ） ・養殖漁業（ホタテガイ・コンブ） ・小型定置網漁業 （カレイ・ヒラメ）
⑤　えりも以西太平洋海域
“さけ・ます”流し網漁業・沖合底びき網漁業・さんま棒受網漁業・いか釣漁業・
さけ定置網漁業・かご漁業 （カニ・ツブ） ・たこ漁業・けた網漁業 （エビ・シシャモ・
















全国で 153,799 経営体。北海道ではその内の 20,243経営体で割合は 13.2％を占めて
いる。
⑤　漁業就業者数
全国で 287,380人。北海道ではその内の 34,880人で割合は 12.1％を占めている。
⑥　海水動力漁船数
全国で 364,725隻。北海道ではその内の 40,339隻で割合は 11.1％を占めている。
⑦　漁港数
全国で 2,944港。北海道ではその内の 284港で割合は 9.6％を占めている。
⑧　沿海地区漁業協同組合数
全国では 1,970組合。北海道ではその内の 117組合で割合は 5.9％を占めている。





























水産加工品 （陸上加工） の生産量は 104 万トンで、平成 7 年と比較すると 2 万トン
（1.9％） の減少となっている。これはスケトウダラ・タラ・サンマ等の水揚げ量の減
少によって冷凍水産物及び塩蔵品等が減少したことが大きな要因となっている。ただ
冷凍食品では消費者の要求に即したフィレーや切り身 （fillets and cut fish） 等の生産が
年々増加していることは明るい材料となっている。
④　漁業経営体数






































いずれにしても生産・生活の基盤である漁港 （北海道には 284の漁港がある） 施設と
漁村の生活環境施設とを今後ともに一体的に整備していくことは欠かすことのできぬ
日常的な課題となっている。

















Hokkaido Wakkanai Fisheries Experiment Station
(Wakkanai)
北海道栽培漁業センター（羽幌）
Hokkaido Aquaculture Haboro Center (Haboro)
宗　谷















Hokkaido Stocking Center (Kumaishi)
北海道立函館水産試験場（函館）




Hokkaido Aquaculture Setana Center (Shikabe)
北海道水産種苗センター（鹿部）�














Hokkaido Abashiri Fisheries Experiment Station (Abashiri)
北海道立網走水産試験場紋別支場（紋別）











H o k k a i d o
図 1.　栽培漁業関係施設設置状況及び施設数














わが国での国際漁業関係は昭和 52年 （1977年） の国連海洋法会議によった 200海里
体制の合意以降、200海里漁業専管水域を設定し、さらに平成 8年 （1996年） の国連海
洋法条約の批准により、200海里排他的経済水域を設定した。
しかしながら、韓国や中国とは新たな漁業協定を締結しているが、特に中国とは平






























合センター及び水産孵化場で取り組んでいる主な研究課題である。  （ ［表 1］ ）
表 1.　試験研究機関の主な研究課題








（〒 047-0001　小樽市若竹町 9番 1号）
②　北海道函館水産高等学校
（〒 049-0111　上磯郡上磯町七重浜 2丁目 15番 3号）
③　北海道厚岸水産高等学校






























明治 38年 （1905年） 4月 1日に創立された北海道庁立水産学校がその前身となる小樽水産






創立 95年の歴史を持つ本校の卒業生はすでに 7,103名 （平成 11年 3月現在） を数え、専
攻科にあっても 726名を数えている。  （ ［表 2］ ）
表 2.　卒業者数
Chap04.fm  58 ページ  ２００１年４月２０日　金曜日　午前９時３７分
北海道水産業と漁業後継者育成
－ 59－
本校には本科の4学科 （海洋漁業・情報通信・栽培漁業・水産食品） と専攻科の2学科 （漁
業・情報通信） があり、生徒数は本科生が 461名（内 60名が女子生徒） 、専攻科生は 38名
（内1名が女子生徒）の合計499名で、生徒の出身地は小樽市内が多いが、約1割は市外・
遠隔地からの入学者である。また寄宿舎「白樺寮」 （10 名程入寮） もあり、生徒は年々明
確な目的意識をもって入学する者が増えており、入学志願者も定員を超える数字を示して
































漁業実習船（北海道教育庁実習船管理局所属） の「若竹丸」 （鋼製・666 トン＝定員＜生
徒＞ 74名＜ 40名＞・平成 9年 3月竣工） 及び「北鳳丸」 （鋼製・386トン＝定員＜生徒＞
60名＜ 30名＞・平成元年 3月竣工） 、昭和 47年 （1972年） 3月に設置された古平栽培漁業
実習場と漁艇「わかたけ」 （FRP 製・3.7 トン＝定員 25名） 、そして平成 10 年 3 月に新し
く本校に配備された小型実習船の「翔北」 （耐食アルミニウム合金製・19.0 トン＝定員 26
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そのため、内燃 3級海技士 （機関） 養成施設のための乗船履歴及び専門的知識と技
術を身に付けさせ、必要な海技単位を習得させる。
小樽水産高等学校と学科名で共通しているのは水産食品科のみだが、海洋漁業科 （小
樽） の学科名は海洋技術科 （函館） とされていても教育内容面ではかなり重なるところが多
い。されば大きな相違点は函館水産高等学校の場合は何といっても機関工学科の存在であ
り、さらに専門を深めるための専攻科機関科が設置されている点も重要である。
そこで平成 11 年度入学者及び 2・3 学年教育課程表 （ ［表 10］ ） と専攻科機関科の単位履
修表 （ ［表 11］ ） とを示しておく。
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厚岸水産高等学校の前身は、昭和 6年 （1931年） 4月 13日に「実業補修学校規定」によっ
て設立された公立厚岸家政女学校（→厚岸実科高等女学校→厚岸高等女学校→厚岸女子高
等学校）と昭和 16年 （1941年） 2月 14日に設立認可された北海道庁立厚岸水産学校の両校
で、後者は戦後の昭和 23年 （1948年） 4月 1日に北海道立厚岸水産高等学校と改称。さらに


















































漁業コース　　五級海技士 （航海） 〔筆記免除〕 、四級海技士 （航海） 、丙種危険
物取扱者、小型船舶操縦士 （一～四級） 、潜水士、小型移動式ク
レーン取扱者、全経文書処理能力検定






































級、全経文書処理能力検定 4級・3級、全経電卓計算能力検定 4級・3級、第 3種冷凍機械
責任者、水産食品技能検定
本校の最大のメリットを挙げるとすれば、それは生徒数に対する教職員の充実振りであ
り （ ［表 21］ ） 、一人ひとりの生徒にきめ細かい徹底した教育指導が行われていることであ
る。
事実、メリットを活かした本校の教育指導の効果は、きわめて確かなもので、卒業生の










戸井高等学校は昭和 28年 （1953年） 4月 1日に設立認可 （定時制・水産科） されたが、昭









































なお本学科については郵政省認定校として工事担当者アナログ第 3 種の一部免除、第 2
級陸上特殊無線技士・第 2 級海上特殊無線技士も卒業時に免除される特典があり、在学中
にさらに上級の資格を取得する生徒も出ている。  （ ［表 24］ ）
かくして卒業生の進路も陸海の情報産業をはじめ、電気・電子産業の技術者として歩む
者が大半である。
ちなみに本校の在学生徒数 （ ［表 25］ ） と保護者の職業 （ ［表 26］ ） を示しておくが、水産
業を家業とする保護者の占める割合は 31.1％と高いことから、かつて設置されていた水
産・水産製造両学科の全面撤退はまことに惜しまれる。
表 24.　国家試験等の資格取得状況（平成 11年 3月現在）




北海道では、資質の優れた漁業後継者を積極的に育成するために昭和 39 年 （1964 年） の
稚内をはじめとして、函館・釧路の 3ヶ所に道立漁業研修所を設立し、平成 8年 （1996年）
の年度末までに実に 12,275名の修了者を世に送り出すという実績を残している。
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大きくリードして第 1位を占めている。  （ ［表 28］ ）
表 28.　全国に占める北海道の水産業の位置







う生き方』 （副題「海でみつけよう・新しい自分と夢のつづき」 ） というカラー刷りの小冊
子を作成し、道内の若い世代に広く配布している。そして水産業の各分野で活躍する人材
育成の教育機関を紹介しており、その一端を示せば、道立水産高等学校と専門学科の選び
方 （ ［表 29］ ） と問い合わせ場所、さらには道立漁業研修所の活動内容の PRに努めている。
さらに同冊子では漁業こそ誇りの持てる未来産業であると位置づけ、以下のように語り
かけているのである。



































済研究所『水産世界・第 47巻第 6号』1998年 6月．







成を目指して」前掲『水産世界・第 47巻第 5号』1998年 5月．
北海道函館水産高等学校「北の海を拓く－新たな『水産・海洋教育』の創造と発展を」
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